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    水田   水田跡地   草刈り開墾ほ場 



























場所 ヨコエビ ドジョウ イバラトミヨ スナヤツメ ザリガニ 
角館 少数 ８  ２ ２ 
出川下流 ５ ４ ２ １ １ 
出川中流 多数 ５０ ２ ０ ０ 
出川上流 多数 ２２ ５ ０ ０ 
（調査日：2021年3月、調査区間長 5m、川幅：角館トキ水路2.2m、美郷出川1〜1.5m） 
 
写真４ 角館の生き物            写真５ 出川下流の生き物 







①  男鹿M地区のビオトープの水質測定結果の一例（2021年3月27日） 








M地区ビオトープ1 10:02 9.3 16.8 6.9 14.2 17 
M地区ビオトープ2 10:29 11.5 4.9 7.8 10.9 197 
M地区ビオトープ3 12:23 13.0 16.7 7.9 11.4 100 
M地区ビオトープ4 12:25 8.9 17.1 7.4 11.3 86 
 
②  角館・美郷町の水路で水質測定結果の一例（2021年3月29日） 








角館トキ水路 10:46 14.2 8.1 6.9 9.5 76 
美郷出川下流 13:50 14.6 11.7 7.9 10.8 43 
紙漉座清水左 15:14 11.1 13.9 7.2 9.9 176 
紙漉座清水右 15:20 11.7 14.7 6.9 10.6 200 
 
４.研究結果と今後の課題 
荒廃した水田跡地にはノイバラやアシ、イタドリなどの雑草が生茂り湿地としての機能は
失われ、畔にはネズミにより穴が形成され大雨時には漏水するとともに、そこに落ち葉が詰
まると越流が起こり畔構造をさらに侵食するとともに、農道に流れ出し路材を流出させてい
た。管理されなくなり用水路や排水路など水路としての機能が失われると、水の流れが止ま
るのみでなく、中山間地の水田が果たしていた洪水防止機能や国土保全機能、湿地や水辺と
しての生物の生息場所としての機能などが失われることがわかった。かろうじて地形や跡の
みが残るだけで水田の機能は荒廃していた。 
 このように荒廃した水田地域でも、一部に水田が維持され稲作が続いている場所では、水
が流れビオトープとなっている場所ではドジョウやカエル、ヤゴなどが生息していた。しか
し、他の地域のように豊富な種類の生き物の生息は確認することができなかった。今
回の調査で他の地域と水生生物の種類や数を比較し、荒廃した中山間地の生物多様性
の低さを確認することができた。 
 また、荒廃した農地を開墾し人工的にビオトープを造成したところ、水場を回復さ
せることができ、冬の期間は水溜りとして湿地が維持されたことで、春先にはカエル
の卵が孵化していてオタマジャクシが多く見られる状況となっていた。このことから
、ビオトープの造成で生物多様性を守るカギであることが良く判った。今後は、農地
としての利用との両立を視野に、荒廃した谷津田のビオトープの造成方法についてさ
らに検討したい。 
さらに他の地域のビオトープ機能を果たしている水路や水田と比較し参考とするため、由
利本荘市にあるドジョウの養殖場や、トキが2011年に飛来した角館の水田排水路、絶滅危惧
種であるイバラトミヨ雄物型の生息地の美郷町の水路での調査を行った。いずれも増川地区
のビオトープより多数の生き物の生息が確認された。特に美郷町の水田地域の中に位置する
湧水系の小河川の中流付近が最も多く、ビオトープとしての機能を豊かに果たしていること
がわかった。 
今年度の自主研究では昨年度の研究成果を基盤に、生物多様性の復活に向けて前進
することができた。今後は水質や水文環境が地域の生物多様性の差にどのように関連
しているのか、地域の営農条件や様々な生物の特性と関連づけながら調査研究してい
きたい。 
